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　令和４年度当初予算は、一般会計で 116億4,300万円です。このうち、収入元と支出先が同

じところがあります。小規模商工事業者が金融機関から、低金利で運転資金を借りることができ

るようにと、町は４月１日に 2億7,200万円を各金融機関に無利子で預けて、翌年の３月 31

日に返金してもらうことを繰り返しています。（※）

　国は地方自治体の財政格差を是正するために、国税の一定割合を配分することとしており、こ

れを地方交付税交付金と言います。立山町には今年度、35億4,000万円が交付される見込みで、

町税収入より多くなっています。これを町税と並んで、町が自由に使える一般財源とされていま

すが、そうとも言い切れません。　

　町が新たに道路を作りたいとき、国は 55％の補助をしてくれます。同様に、国が推奨してい

る事業を町が取り組むために借金をする場合、その返済の元金と利息の一部を、後年度、地方

交付税交付金に上乗せして配分してくれます。補助金と同じようなものですね。

　この数年間、消防団の各分団詰所の改築を進めてきましたが、その財源を「緊急防災・減災

事業債」という借金で賄ったところ、後年度、その７割分が地方交付税交付金として還元されま

した。つまり、町の実質負担は３割だったと言えます。この手法で、町民会館の解体費と（仮称）

防災センターの建設費を賄うことにしています。

　町一般会計の借金残高98億円のうち、48億2,000 万円が臨時財政対策債分です。国がそ

の年の都合により、地方交付税交付金を十分配分できないときに、「あとで交付税を上乗せする

から」と、町に借金させたものです。このように、町の裁量で自由に使えるお金は、例年、全

体予算の１割もありません。

　そこで、「それならば、これをやめて、ここにお金（税金）を使ったらどうか」などのご意見が

いただけたらと、各事業の財源の内訳を記載した冊子を2007年から配布しています。もちろん、

超高齢・人口減少期に突入したいま、現在の住民にとっては、「一番にしてほしいことではない」

けれども、10年後、20年後の納税者のことを考えて、「今、やっておくべき」として、政治家と

しての決断を要する事業もあります。

　「100％満足はできないが、納得はできる」と感じていただけるような財政運営に努めてまい

りますので、ご質問・ご意見等をいただけたら幸いです。

令和４年５月

立山町長　舟橋 貴之

はじめに

みんなで考えたい町の予算

※中小企業融資資金

　県小口事業資金斡旋保証融資資金

　株式会社商工組合中央金庫斡旋融資資金

8,200万円

1億 8,000万円

1,000万円
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町予算のしくみ
令和４年度たてポ関連事業一覧
身近な施策「道路・除雪」
●除雪対策事業
●町単道路改良事業
●地方道路整備事業
身近な施策「ごみ収集」
●環境センター運営事業
●リサイクル推進事業
身近な施策「保育」
●保育所等運営事業
●民間社会福祉施設育成事業
身近な施策「医療費助成」
●児童福祉医療費支給事業
●障害者医療費支給事業
身近な施策「安全対策」
●通学路等安全対策事業
●カーブミラー・防犯灯整備事業
●団体営土地改良総合整備事業
身近な施策「水道・下水道」
●水道管路緊急改善事業
●浄化槽設置管理事業
身近な施策「空き家対策」
●空き家・空き地対策事業
主な新規・拡充事業
●電子入札システム導入事業
●定住促進事業
●若年等SNS相談・支援事業
●地域児童育成事業
●子育て支援アプリ情報支援配信サービス事業
●産後ヘルパー派遣事業
●土地改良事業
●有害鳥獣防止対策事業

●墓地公園事業
●消防施設整備事業
●サテライトオフィス誘致事業
●立山駅周辺駐車場太陽光一体型LED照明
　設置事業
●五百石駅周辺再設計事業
●公園施設整備事業
●学力向上事業
　（「読解力」向上３か年プログラム）
●小学校教育振興事業
●語学指導外国青年招致事業
●社会体育施設整備事業
●（仮称）防災センター及び児童館整備事業
●移住者等就農支援体制整備促進事業
主な継続事業
●活動火山対策避難施設整備補助金交付事業
●ひとり暮らし高齢者等除雪支援事業
●予防接種事業
●町営バス・町営ワゴン運行事業
●森林経営管理事業
●登山道標識整備事業
●雄山高校連携事業
●ウイルス感染症対策企業支援事業
●地籍調査事業
●利子・保証金の補給
　奨学金返済応援補助事業
●奨学金給付事業　
●主な一部事務組合への繰出金
●各事業のお問い合わせ先
●新型コロナウイルスワクチン接種事業
●たてやまスマート情報システム登録方法
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　町民の皆さんが町に納める税金や国・県から交付されるお金、

交付税などの収入（歳
さいにゅう

入）がどれだけ入ってくるか、そして、

その収入をどのような行政サービスに、どれだけ支出（歳
さいしゅつ

出）

するかを毎年計画します。この計画が「予算」です。

　この本は、町の予算とは「どんな仕組み」なのか、そして「何

に使われているのか」をわかりやすくお知らせするため、令和

４年度当初予算の主な事業について紹介しています。

「町のお金ってどう使われている？」

歳入・歳出にはどんなお金が含まれる？
町税（27.1％）
31億5,800万円

繰入金（1.6％）繰入金（1.6％）
１億8,600万円１億8,600万円

地方交付税（30.4％）
35億 4,000万円

地方譲与税・地方譲与税・
交付金（7.0％）交付金（7.0％）
８億1,600万円８億1,600万円

国庫支出金（9.7％）
11億3,300万円

県支出金（7.5％）
８億7,300万円

地方債（8.2％）
９億5,000万円

その他（8.5％）
９億8,700万円

自主財
源

依
存
財源

自主財源 37.2% 依存財源 62.8%

自主財源……町が自主的に集めるお金

依存財源……国や県から交付されるお金や町債（借金）

町税…………町に納める税金（町民税や固定資産税など）

繰入金………基金などから一般会計に繰り入れるお金

地方交付税…全ての市町村が一定水準の行政サービ

　　　　　　スを行えるように、国から配分される

　　　　　　お金

地方譲与税…国税や県税として徴収されたお金を、

　　　　　　一定の基準で市町村へ譲与するお金

国庫支出金…町の事業に対して国が交付するお金

県支出金……町の事業に対して県が交付するお金

地方債………学校や道路といった世代を超えて利用

　　　　　　される施設などの建設費用や、一般財

　　　　　　源の不足額に充てるための借入金

語句の説明（歳入）

令和４年度一般会計当初予算額は

116億
4,300万円

普通建設事業費（11.4％）
13億2,800万円

災害復旧費（0.0％）
100万円

その他（4.6％）その他（4.6％）
５億3,700万円５億3,700万円

人件費（18.6％）
21億6,100万円

扶助費（17.0％）扶助費（17.0％）
19億7,800万円19億7,800万円

公債費（10.6％）
12億3,800万円

繰出金（14.8％）
17億2,500万円

補助費等（7.8％）
９億300万円

義務的
経
費

そ
の
他
経
費

費経的資
投

義務的経費 46.2%

語句の説明（歳出）
義務的経費…町の運営のために必ず支払わなければならないお金
投資的経費…施設や道路の整備など、生活基盤を整えるために使
　　　　　　うお金
人件費………町職員給与や議員報酬など　　
扶助費………社会保障の一環として、生活に困っている人や身体
　　　　　　に障がいのある人へ、生活を維持するために支給す
　　　　　　る費用
公債費……………地方債の返済に充てる費用
普通建設事業費…道路や橋、学校などの公共・公用施設の整備に
　　　　　　　　充てる費用
物件費等…………備品購入や業務委託などにかかる費用
補助費等…………町からほかの団体や個人へ支出する補助金や負
　　　　　　　　担金などの費用
繰出金……………一般会計から特別会計へ繰り出す費用

歳入 歳出

投資的経費 11.4% その他経費 42.4%

みんなで考えたい町の予算

※特別会計を含めると

166億6,370万円

物件費等（15.2％）
17億7,200万円
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　地方税・普通交付税のように経常的な使い道

が指定されていない収入のうち、人件費や扶助

費、公債費などに充てられる割合のことを経常

収支比率といいます。この比率（数値）が小さ

いほど財政に自由度があり、政策的な事業に使

えるお金が多くなります。

　町の予算では、毎年決まっている経費（人件

費や扶助費、これまでに借入れしている地方債

の返済など）が約９割を占めています。つまり、

全体の予算額は大きくても、町独自で行う事業

に充てることができるお金は限られています。

「経常収支比率」から見えるお金の自由度

0％

20％

40％

60％

80％

100％

経常収支比率

立山町 県内平均 全国平均

91.6
87.4

92.5

※立山町のグラフの下のかっこ内の数字は、
　県内15市町村内での順位

（11） （12）（13）

88.789.0
92.8

（９）

87.0 87.8
93.0

（８）

R2R1H30H29H28

87.0 88.7
93.6

85.7 87.7
93.1

ー令和４年度版ー

　一般会計の地方債残高は、令和３年度

見込みで約98億円となっています。地

方債の中には、借金返済の一部を国が肩

代わり（交付税措置）してくれる有利な

ものもあります。

　各年度の残高に対する「国が肩代わり

する部分」と「町が負担する部分」の内

訳は右記のとおりです。

町の地方債（借金）はどれくらいあるの？
【地方債残高の推移】

105億
7,200万円

101億
7,500万円

98億
2,100万円

100億
5,100万円

95億
6,400万円

20

40

80

100

Ｒ４Ｒ３Ｒ２R元H30 （見込み） （見込み）

23億
500万円

27億
1,900万円

25億
9,300万円

24億
2,100万円

24億
3,600万円

78億
5,300万円

75億
8,200万円

76億
3,000万円

73億
8,500万円

72億
5,900万円

町の基金（貯金）はどれくらいあるの？
　基金とは、町の様々な事業を計画

的に実施するため、財源に余裕があ

る年に積み立て、不足する年に取り

崩すことで財源を調整する貯金です。

　町では、主に除雪、災害の備え、

教育振興、施設の整備・改修などに

活用しています。

　令和４年度は全会計で、年度末残

高は49億4,600万円になる見込み

です。

（見込み） （見込み）Ｒ４Ｒ３Ｒ２Ｒ元H30

38億
8,500万円

38億
1,000万円

39億
2,300万円

48億
1,800万円

３億
1,100万円２億

1,100万円
３億

1,100万円
３億

1,100万円

３億
1,100万円

46億
3,500万円

【町基金残高の推移】
51億円
2,900万円

49億
4,600万円

40億
9,600万円

41億
2,100万円

42億
3,400万円

そのほか

一般会計等

町の負担

国の負担
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令和４年度たてポ関連事業一覧

■免許返納高齢者等
　移動支援ポイント

問住民課環境地域安全係　☎ 462-9963

　マイナンバーカードをお持ちで、運転免許証を

持っていない、75歳以上の高齢者もしくは、18歳

以上で障害者手帳（身体障害者手帳１・２級（下肢、

体幹、視覚障害）精神障害者保健福祉手帳１・２級）

をお持ちの方

対象者

2,000ポイント

留意事項

▶�「交通ポイント」は町内のタクシーや町営バス

で利用できます。

▶�「交通ポイント」の有効期限は、ポイントが付

いた日から２ヵ月です。

▶お気軽パスを購入する時にも利用できます。

たてポカード

　たてやまポイント（通称「たてポ」）は、町内で使える電子地域通貨です。

加盟店で買い物をすると、ポイントがたてポカードに貯まります。貯まった

ポイントは「１ポイント＝１円」としてその他の加盟店でも買い物ができます。

　また、町では、以下に示す事業を利用された場合、たてポを付与していま

すので、積極的にご活用ください。

■ごみ減量活動奨励ポイント
問住民課環境地域安全係　☎ 462-9963

①乾燥型（75歳以上の者のみの世帯）

　�購入額の２分の１が補助金３万円を超える場合

の超過金額分

②乾燥型（①以外の世帯）

　購入額の３分の１

③微生物型（全世帯）

　�購入額の２分の１が補助金３万円を超える場合

の超過金額分

４ポイント

２万ポイント
上限

▶生ごみ処理機を購入すると・・・

▶剪定枝（直径10cm、長さ１ｍ以内）を
　町環境センターに持ち込むと・・

■若年世帯新生活支援ポイント
問企画政策課地域振興係　☎ 462-9980

　住宅を新築、購入やリフォームをされた以下の

①～③の全ての要件を満たす方

　①結婚10年以内の夫婦

　②夫婦のいずれかが42歳以下の世帯

　③申請時の夫婦の住所が対象住宅と同一

※�代金の支払完了日の翌日から１年以内に申請が

必要です。

対象者

最大30万ポイント
※基本額15万ポイント
　中学生以下のお子さん加算５万ポイント／人 １万ポイント

※最長48カ月

■町営住宅等新婚・子育て世帯
　移住定住支援ポイント
問企画政策課地域振興係　☎ 462-9980

▶新婚世帯

　�①結婚５年以内の夫婦かつ②夫婦の合計年齢が

80歳未満の世帯

▶子育て世帯

　�小学生以下のお子さんがいるか、母子健康手帳

の交付を受けている世帯

対象者

　令和２年４月以降に町営住宅・特定公共賃貸住

宅に入居された新婚世帯または子育て世帯

／月

／kg ／月
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■省エネ型住宅設備等
切替促進ポイント

問住民課環境地域安全係　☎ 462-9963

　75歳以上の高齢者のみの世帯が、町内の施

工業者に依頼して、環境に配慮した住宅設備へ

交換した場合、ポイントを付与します。

対象者

対象機器
ポイント
付与率

ポイント
付与上限

補助対象

新設 交換

寒冷地仕様エアコン ３分の１ ８万 〇

〇
高
効
率
給
湯
器

エコキュート

３分の２ 15万 ×
エコジョーズ

エコフィール

エコウィル

ハイブリッド給湯器

エネファーム

■環境保全型住宅設備等
　　　　　　普及促進ポイント

問住民課環境地域安全係　☎ 462-9963

　三世代同居または近居世帯（各世代が直線距

離で２㎞の範囲内の町内に居住）の町民で、町

内の施工業者に依頼して、環境に配慮した住宅

設備へ交換した場合、ポイントを付与します。

対象者

対象機器
ポイント
付与率

ポイント
付与上限

補助対象

新設 交換

高
効
率
給
湯
器

エコキュート

20％

10万

×〇

エコジョーズ
5万

エコフィール

エコウィル 10万

ハイブリッド給湯器 8万

エネファーム 10万

500ポイント

■らいじい健康づくりポイント
問保健センター　☎ 463-0618

対象者

　40歳以上で立山町に住所がある方のうち、

次の①～④全てに取り組まれた方

　①特定健診を受診（必須）

　②がん検診を受診（３項目以上）

　③健康づくりの取り組みを記録表に記入

　④アンケートに回答

　※参加用紙の記入・提出が必要です。

※１回のみ

100

■認証農産物購入ポイント
問農林課農政係　☎ 462-9973

ポイント
応募用紙１枚
に対して

　立山町認証農産物に貼ってある「認証農産品

シール」を10枚集めて応募した方の中で、応募

用紙にたてポカードの会員番号を記載いただい

た方

対象者

ー令和４年度版ー

■薪ストーブ等普及促進ポイント
問住民課環境地域安全係　☎ 462-9963

　薪などを燃料として使用する薪ストーブ及び

木質ペレットスーブを購入・交換した方にポイ

ントを付与します。

対象者

６万ポイント

■誕生お祝いポイント
問保健センター　☎ 463-0618

令和４年４月１日以降にお子さんを出産されたご家庭

対象者

３万ポイント
（子ども１人につき）

留意事項

▶�設置後の申請は受け付けませんので、事前に申請

してください。

▶�町内に本店及び支店がある事業者が設置した場合

のみ対象となります。
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　令和４年度の町の予算（主に町民のみなさまの生活に関
係する事業）について説明した冊子を作成し、全戸へ配布
します。

みんなで考えたい町の予算作成事業
まちのお金の使いみちを紹介

問企画政策課企画広報係　☎ 462-9968

各事業の説明について～ここからの読み方～

身近な施策「道路・除雪」

事業名

令和４年度からの
新規事業または内
容を拡充した事業

問い合わせ先

事業の概要

事業の実施に
かかる費用

みんなで考えたい町の予算

必要なお金　100万円
費用の内訳 財源

印刷製本費 100 万円 国のお金 50万円

町のお金 50万円

拡新

　町から除雪業者へ貸与する除雪機械を増やすとともに、除雪オペレーターの担い手不足
を解消するため、免許取得などにかかる費用の一部を補助する「除雪オペレーター育成支
援事業」を実施します。

除雪対策事業
持続可能な除雪体制の確保

問建設課土木施設維持係　☎ 462-9975

必要なお金　１億2,886万円
費用の内訳 財源

道路除排雪委託費 １億 1,700 万円 町のお金 1 億 236 万円

除雪機械レンタル費 1,161 万円 国のお金 2,400 万円

除雪オペレーター
育成補助 25 万円 県のお金 250 万円

●過去５か年の除雪委託料
1億1,536万円
2億3,213万円

6,579万円
4,239万円

2億6,514万円

H28年度
H29年度
H30年度
R１年度
R２年度

夜間の除雪作業 貸与する除雪機

●全地区で除雪出動した場合
　１日あたりの除雪委託料

1,092万円
　（R４年２月前期実績）
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　国の補助対象とならない事業規模の小さい町道を改修します。

町単道路改良事業
車両の円滑な通行のために

問建設課土木施設改良係　　☎ 462-9979

地方道路整備事業
問建設課土木施設改良係　　☎ 462-9979

坂井沢大清水線ほか16路線の道路改良

　通学路など、生活に密着した町道の拡幅・歩道整備・路肩
のカラー舗装などを実施します。また、千寿ヶ原ロータリー
の歩道を再整備します。

大清水榎線

必要なお金　700万円
費用の内訳 財源

舗装工事費 700 万円 町のお金 700 万円

上金剛寺下金剛寺線の道路改良

上金剛寺下金剛寺線

必要なお金　150万円
費用の内訳 財源

測量業務費 150 万円 町のお金 150 万円

道源寺支線の道路改良

（釜ヶ渕町営住宅への）道源寺支線

千寿ヶ原ロータリー歩道

必要なお金　２億3,091万円
費用の内訳 財源

工事費 １億 9,524 万円 国のお金 １億 2,540 万円

委託費 2,748 万円 借入金 8,770 万円

補償費 456 万円 町のお金 1,381 万円

公有財産購入費ほか 363 万円 その他 400 万円

※�借入金の一部が普通交付税として戻ってくるので、町の負担は実質

7,210万円です。

　車両の円滑な通行を確保するため、
道路の拡幅や舗装を実施します。

　幅員が狭く、車のすれ違いが困難な箇所
を整備するため、測量設計を実施します。
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身近な施策「ごみ収集」

富山地区広域圏クリーンセンター

環境センター運営事業
一人ひとりがごみを減らす意識を

問住民課環境地域安全係　☎ 462-9963

　一人ひとりが正しい意識を持ってゴミ出しをすることにより、ゴミの減量化につなが
るとともに、豊かな自然環境を守ることができます。ごみ減量化のため、せん定枝は環
境センターへ持ち込む、生ごみは水気を切って出すなど、各家庭のご協力をお願いします。
　また、資源の再利用「3Ｒ活動」を推進するため、様々な事業者と連携しながら収集業
務を行います。
※ 3Ｒとは…リデュース（減らす）、リユース（繰り返し使う）、リサイクル（再資源化する）

必要なお金　１億3,834万円
費用の内訳 財源

環境センター運営事業 8,204 万円 町のお金 １億 3,823 万円

富山地区広域圏負担金（関連：P33） 5,163 万円 環境広告掲載料 11 万円

使用済小型家電処理費 190 万円

ペットボトル中間処理費 96 万円

貸し出し用チッパー機購入費 70 万円

環境センター軽作業費 39 万円

不法投棄処理費 10 万円

ビン類処理費 10 万円

その他紙容器処理費 52 万円

▶せん定枝の環境センターへの持ち込み
▶生ごみ処理機の購入
※詳細については、Ｐ６～７「令和４年度たてポ関連事業一覧」をご覧ください。

♦たてポ還元あります♦

チッパー機のイメージ
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　小中学校 PTAが回収した古紙について、重さに応じて報償金をお支払いし、PTAの活動
資金として活用いただいています。また、各地区のリサイクル活動により収集した缶やペッ
トボトルについても、重さに応じて地区へ還元金として補助することにより、積極的なリサ
イクル活動を推進しています。
　これは、平成３年度の制度開始当初から「立山方式」と呼ばれています。

リサイクル推進事業
まぜればごみ、分ければ資源

問住民課環境地域安全係　☎ 462-9963

必要なお金　640万円
費用の内訳 財源

各地区リサイクル還元金 340 万円 富山地区広域圏報償金 450 万円

小中学校古紙回収報償金 300 万円 町のお金 135 万円

古紙の役場持込分　 50 万円

ビン等売却代 ５万円PTAによる古紙回収活動

富山地区広域圏事務組合ごみ処理事業費負担金内訳表

　リサイクル（ビン・カン・ペットボ
トル・牛乳パック）と容器包装（紙・
プラ容器）の処理は、民間事業者に
一部処理を依頼しているため、割合
は人口比よりもそれぞれ少なくなっ
ています。
　しかし、可燃ごみ処理費は人口比
よりも大きく、１人当たりの負担金
に換算すると、５市町村の中で最も
高くなっています。

市町村 人口比
（R4.3.1現在）

可燃ごみ
処理費

リサイクル
処理費

容器包装
処理費

負担金
合計

立山町 5.1％
3,350

（5.7％）
1,162

（4.3％）
651

（3.3％）
5,163

富山市 83.5％
48,111

（82.1％）
22,683

（83.4％）
16,776

（85.0％）
87,570

上市町 4.0％
2,593
(4.4％）

1,445
（5.3％）

903
（4.6％）

4,941

舟橋村 0.7％
386

（0.7％）
157

（0.6％）
136

（0.7％）
679

滑川市 6.7％
4,169

（7.1％）
1,747

（6.4％）
1,270

（6.4％）
7,186

（　）は全体比、単位：万円

市町村 １人当たりの
年間負担金

立山町 1,335円

富山市 1,172 円

上市町 1,324 円

舟橋村 1,176 円

滑川市 1,264 円

１人当たりの年間負担金
で考えると・・・

可燃ごみを減らしましょう！
各家庭で意識して

5000

5500

6000

R2R1H30H29H28

（ｔ）

町の可燃ごみ搬入量の推移
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身近な施策「保育」

　保育所（園）、認定こども園において保育が必要なお子さんを保育・教育します。認定こ
ども園や保育園では、入園前の親子が自由に遊び交流できる「地域子育て支援拠点」を開
設しています。
　また、保護者の病気やけが、育児疲れ、冠婚葬祭などで、一時的に保育が必要となるお
子さんをお預かりする「一時預かり事業」や、病気が理由で保育所や放課後児童クラブな
どで集団保育に参加できない児童を、保護者に代わってあおぞら保育園敷地内の専用施設
でお預かりする「病児・病後児保育事業」を行います。

保育所等運営事業、民間社会福祉施設育成事業
地域で支え合い、楽しく子育てができるまちづくり

問健康福祉課児童福祉係　☎ 462-9955

必要なお金　10億 8,110万円
費用の内訳 財源

保育所運営委託費 ４億 5,220 万円 町のお金 ７億 1,340 万円

施設型給付費 ３億　 184 万円 国のお金 １億 8,984 万円

人件費（公設公営） １億 8,012 万円 県のお金 １億 1,053 万円

特別保育事業等委託・補助
（一時預かり・延長保育・病児保育など）

7,040 万円 保育料 6,031 万円

地域子育て支援事業委託・補助 3,416 万円 広域受託費ほか 702 万円

公立保育所運営・施設維持管理費 3,104 万円

新型コロナウイルス感染症対策事業補助ほか 1,134 万円

公立・公設民営・私立保育所経費の財源内訳

月額          101,214円①町のお金

月額　 24,516円②保育料

月額　 11,539円③その他
②保育料

6,031万円

③国のお金
3,389万円

①町のお金
６億2,429万円

③県のお金
3,026万円

③受託収入・その他
702万円

児童１人当たりの保育所経費は・・

※�認定こども園については運営体制が異なるため、除外しています。そのため、上記の財源内訳とグラフの
合計額は異なります。

※�児童１人当たりの保育所経費は、令和４年４月１日現在の保育所（公立・公設民営・私立保育所）の入所児
童数（514人）を基に算出しています。ただし、保育料については、３歳児以上は無償のため、３歳未満
の児童数（205人）を用いて計算しています。

月額137,269円／人

（８％）

（18％）

（74％）



13ー令和４年度版ー

身近な施策「医療費助成」

対象者 助成内容 制度区分

乳幼児

児童
０歳～中学校３年生までの方

【子ども医療費助成制度（ピンクの受給資格者証）】

０歳～６歳【富山県】

７歳～15歳【立山町】

　保険診療の自己負担分を助成

　▶県内…現物給付（※１）

　▶県外…償還払い（※２）

高校生等

高校１年生～高校３年生相当の方で、
学生もしくはそれに準ずる身分であ
る方

（就職している方、婚姻している方などは除く）

【子ども医療費助成制度（受給資格者証）】

【立山町】
　保険診療の自己負担分を助成

　▶償還払いのみ（※２）

　（令和４年10月診療分から）

妊産婦
妊娠高血圧症候群、糖尿病、貧血、
産科出血、心疾患、切迫早産と診断
された妊産婦

【妊産婦医療費助成制度（ベージュの受給資格者証】

【富山県】

　左記疾病にかかる保険診療の自己負担分を助成
　▶県内…現物給付（※１）
　▶県外…償還払い（※２）

ひとり親
家庭

①母子家庭、父子家庭の父母または
その養育者とその子
②一定の障害がある父母とその児童

【ひとり親医療費助成制度（緑の受給資格者証）】

　保険診療の自己負担分を助成

　▶県内…現物給付（※１）

　▶県外…償還払い（※２）

※�１現物給付　医療機関の会計窓口で保険証と医療費受給資格証を提出することで、窓口での保険診療の自己負担分が無料となります。

※２償還払い　�現物給付の対象地域以外で受診した場合に、❶医療機関発行の領収書（氏名・保険点数等の記載があるもの）、❷印鑑、❸通帳、

❹保険証をお持ちの上、役場住民課医療保険係の窓口で申請して下さい。後日、助成分をご指定の口座に振り込みます。

対象者 助成内容 制度区分

乳幼児

児童 ３歳～中学校３年生までの方

【インフルエンザ予防接種費用助成】

３歳～15歳【立山町】　▶３歳～小学生…２回まで

　▶中学生…１回まで

　子ども、障害者、妊産婦、ひとり親家庭

などを対象に、医療費の一部または全額を

助成します。令和４年４月１日から中学生

以下のお子さんの子ども医療費について、

現物給付の対象地域が県内全域に拡大され

ます。さらに、高校１年生から高校３年生

相当の方（学生もしくはそれに準ずる方）の

医療費については、令和４年10月診療分よ

り自己負担分を町独自で助成します。

児童福祉医療費支給事業・障害者医療費支給事業
必要な人が安心して医療を受けられるように

問住民課医療保険係　☎ 462-9956

必要なお金　１億9,616万円
費用の内訳 財源

障害者医療費助成 8,770 万円 町のお金 １億 1,389 万円

子ども医療費助成 8,710 万円 県のお金 5,652 万円

ひとり親医療費助成 920 万円
加入している
健康保険から
の給付金

1,710 万円

インフルエンザ
予防接種費用助成

620 万円 国のお金 865 万円

妊産婦医療費助成 80 万円

その他 516 万円

こどもインフルエンザ予防接種費用助成事業

▶対象者　平成19年４月２日～令和２年４月１日生まれのお子さん

▶助成額　2,000円／回（３歳～小学生は２回、中学生は１回）

▶助成期間　令和４年11月１日～令和５年１月31日（予定）

児童福祉医療費支給事業

拡
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身近な施策「安全対策」

　小学生の児童などが通行する道路に
おいて、路面標示による注意喚起や
安全対策を実施します。

　安全で快適な住環境の実現のため、カーブミラーなどの交通安全の施設や、防犯灯を
整備します。

　県が策定した「農業用水路安全対策ガイドライン」に基づき、用排水路事故が起こらな
いよう、通学路などと用排水路が隣接する危険個所で、転落防止柵を設置しています。

通学路等安全対策事業
安全な通学のために

問建設課土木施設改良係　☎ 462-9979

カーブミラー・防犯灯整備事業
安全で快適な住環境を

問住民課環境地域安全係　☎ 462-9963

団体営土地改良総合整備事業
ストップ！用排水路事故

問農林課農地林務係　☎ 462-9974

必要なお金　220万円
費用の内訳 財源

工事費 220 万円 町のお金 220 万円

必要なお金　360万円
費用の内訳 財源

防犯灯・カーブミラー
修繕費 270 万円 町のお金 360 万円

防犯灯・カーブミラー
設置費 90 万円

用排水路転落防止柵の設置

必要なお金　1,236万円
費用の内訳 財源

転落防止柵設置工事費 1,183 万円 国のお金 677 万円

測量・設計委託費 53 万円 借入金 260 万円

県のお金 259 万円

町のお金 40 万円

※�借入金の一部が普通交付税として戻ってくるので、

町の負担は実質245万円です。
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身近な施策「水道・下水道」

　令和元年度に水道管路の老朽管更新計画 (～令和10年度 )を策定し、計画的に水道管の
更新事業を実施しています。現在、避難所や防災関連機関などに通じる水道管については、
計画 27ｋｍに対して 7.1ｋｍ完了しており、今後も継続して更新していきます。

水道管路緊急改善事業
漏水防止！古くなった水道管を計画的に更新

問水道課水道管理係　☎ 462-9960

必要なお金　１億9,600万円
費用の内訳 財源

管路更新工事費 １億 4,100 万円 借入金 7,400 万円

舗装復旧工事費 4,000 万円 国のお金 6,533 万円

管路設計業務費 1,500 万円 水道料金 3,527 万円

町のお金 2,140 万円

浄化槽設置管理事業
目指すは生活環境の保全と地域公衆衛生の向上

問水道課水道管理係　☎ 462-9960

　下水道整備区域外において、町が浄化槽の設置と維持管理を行うことにより、生活排水
による水質汚濁を防ぎ、生活環境の保全と地域公衆衛生の向上に努めます。
　また、既存の単独処理浄化槽やくみ取り便槽から交換する場合に、宅内配管工事費や撤
去費の一部に補助金を交付します。

必要なお金　2,430万円
費用の内訳 財源

浄化槽設置
工事費（10 基） 1,676 万円 町のお金 755 万円

浄化槽設置整備
補助金（10 基） 390 万円 国のお金 680 万円

浄化槽管理手数料等 354 万円 借入金 500 万円

浄化槽検査手数料 10 万円 受益者分担金 230 万円

受益者負担金 185 万円

使用料 80 万円

老朽管の破損による漏水

浄化槽図（水路）
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身近な施策「空き家対策」

　町内の空き家の有効な活用策を検討して助言します。空き家の所有者の様々な事情に対
応するため、「空き家相談会」を開催するなど、空き家対策を進めます。また、不良な空
き家などの所有者に対して、除却にかかる費用の一部を補助します。さらに、倒壊などの
危険性が高く、周囲の生活環境に悪影響を及ぼしている「特定空家等」については、代執
行により解体し、経費は所有者に請求します。

空き家・空き地対策事業
危険な空き家をなくすために

問美しいまちづくり推進室　☎ 461-5671
　建設課建築住宅係　☎ 462-9975

▶対象　令和３年度空き家実態調査で把握した空き家の所有者
▶内容　�空き家問題の解決支援に詳しい相談員（司法書士、不動産業者など）が無料

で相談に応じます。
※日時や場所は個別にご案内します。

空き家個別相談会

▶対象　空き不良住宅
　　　　　※住宅の状態から町職員が判定
　　　　空き建築物
　　　　　※除却後の跡地を10年以上地域活性化のために使用することが条件。
　　　　　※不良具合は問いません。
▶対象経費　解体業者が全てを除却する工事費
▶補助金額　対象工事費の２分の１（上限 50万円）
▶注意事項　申請者は空き家などの所有者またはその相続人

空き家除却支援事業費補助金

必要なお金　1,467万円
費用の内訳 財源

相続財産管理人選任費 61 万円 町のお金 899 万円

空家等対策協議会 57 万円 国のお金 559 万円

空き家個別相談会 18 万円 県のお金 ９万円

特定空家等の
代執行費（解体費） 731 万円

空き家除却支援
事業費補助金 600 万円代執行による解体工事
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主な新規・拡充事業

　富山県と県内11市町が共同で運用する「とやま電子入札共同システム」を本年７月から
導入します。これまで紙で行っていた入札に伴う一連の手続きを、インターネットを利用
して電子的に行うことができるようになります。
　事業者の皆さまにとっては、入札会場に行く回数が減るなど、時間的な負担などの削減
や利便性が向上することが期待されます。

電子入札システム導入事業
令和４年７月から「とやま電子入札共同システム」を導入します

問総務課管財係　☎ 462-9967

必要なお金　436万円
費用の内訳 財源

システム導入費 344 万円 町のお金 436 万円

システム使用料 92 万円

新

　町への定住促進のため、令和３年４月以降の契約に基づく住宅の新築・購入・リフォー
ムを支援します。

定住促進事業
住宅取得などを支援し、町での定住を促進する

問企画政策課地域振興係　☎ 462-9980

必要なお金　340万円
費用の内訳 財源

定住促進事業補助金 340 万円 人口減対策推進基金 340 万円

拡

ー令和４年度版ー

基本額 10 万円

加算額

＋40万円  県外からの転入（※１）

＋20万円  空き家バンク物件

＋10万円  町内施工業者で施工

＋30万円  三世代（同居）※２

＋20万円  三世代（近居）※２

＋10万円  町内企業での勤務または町内での起業
※１　世帯全員が連続して５年以上県外在住かつ転入から３年以内の契約が条件
※２　新たに住宅を取得などして、３年以上三世代同居または近居の継続が条件

▶基本額と加算額の合計または補助対象経費の１／２のいずれか低い額
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　貧困、ＤＶ、介護（ヤングケアラー）などの厳しい家庭環境の子どもたちを見つけ出し、
手を差し伸べるため、18歳以下の子どもや、中学生以下の子を持つひとり親などの経済的
に厳しい状況の保護者を対象とした専用のＬＩＮＥ相談窓口を開設し、支援につなげます。

若年等SNS相談・支援事業
どんなことでもご相談ください

問企画政策課秘書政策係　☎ 462-9105

必要なお金　261万円
費用の内訳 財源

LINE 相談員委託費 154 万円 国のお金 173 万円

相談用タブレット・
システム使用料 92 万円 町のお金 88 万円

事業 PR カード等作成費 15 万円

新

　地域の子どもたちが健やかな体と明るい心を養う

ための安全な遊び場として、自治会が管理する児童

遊園の施設整備費に対して補助しています。

　令和４年度より、利用者の安全を確保するため、

老朽化が進んだ遊具を撤去するための費用について

も補助の対象として拡充します。

地域児童育成事業
地域の子どもたちが集う安全な遊び場をつくるために

問健康福祉課児童福祉係　☎ 462-9955

必要なお金　120万円
費用の内訳 財源

児童遊園施設整備補助金 120 万円 町のお金 120 万円

拡

▶対象経費
　�遊具の新設・更新・撤去費用
▶対象者
　自治会
▶補助率
　対象経費の３／４
▶補助金額
　上限額 40万円
▶要件など
　�設置した遊具の管理や安全対策

を自治会が適切に行うこと

補助の概要
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　出産直後の育児などの負担軽減のため、ご家庭にヘルパーが伺い、家事や育児の
お手伝いをします。

産後ヘルパー派遣事業
出産直後のお手伝い

問保健センター　☎ 463-0618

拡

必要なお金　25万円
費用の内訳 財源

産後ヘルパー派遣費 25 万円 県のお金 12 万円

町のお金 13 万円

▶利用できる方：産後６か月以内の親

▶利用日：月曜日から金曜日まで（祝日及び 12/29～翌年 1/3を除く）

▶利用回数：５回まで（１回あたり２時間までの利用）

▶利用料金：１回につき 1,500円（通常２時間 6,000円のところ）

▶支援内容：①家事（調理、洗濯など）、②育児の補助（授乳・沐
もくよく

浴のお手伝いなど）

※前日15時以降キャンセルされた場合は、キャンセル料（3,000円）をご負担いただきます。

※ご自宅以外（里帰り先など）では利用できません。

　母子健康手帳機能と地域の子育て情報機能を持ったアプリの

導入により、妊娠から子育てまでを切れ目なくフルサポートし

ます。ご登録いただくことにより、お子さんの月齢に合わせた

健診案内や子育て情報を町からプッシュ型
※

で通知します。

（令和４年６月１日サービス開始予定）

子育て支援アプリ情報支援配信サービス事業
子育てにお役立てください

問保健センター　☎ 463-0618

新

必要なお金　51万円
費用の内訳 財源

利用・運用保守費 40 万円 町のお金 51 万円

初期設定費 11 万円

アプリのホーム画面

ダウンロードは
こちらから▶▶

※プッシュ型・・提供する側から自動的に行われるタイプのサービス
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　イノシシやサルなどの出没による被害を防ぐため、侵入防止柵の設置や捕獲活動に取り
組みます。また、新たに建設する有害鳥獣焼却施設を運営する富山地区広域圏事務組合に
対し、構成市町村から必要な経費などを負担します。（関連：P33）

有害鳥獣防止対策事業
有害鳥獣から農作物や住環境を守る

問農林課農村環境係　☎ 462-9974

新

必要なお金　1,037万円
費用の内訳 財源

有害鳥獣の捕獲活動費 475 万円 町のお金 1,037 万円

焼却施設運営費等負担金 475 万円

電気柵設置補助金ほか 87 万円

※�町の支出分の８割が特別交付税として戻ってくるので、町の負担は

実質207万円です。

　近年、台風などによる豪雨や大規模な地震により、農業用ため池が被災するケースが増
えています。上末地内にある「法光寺谷池」が豪雨などで決壊し、周辺地域に被害を及ぼ
さないよう、県が防災工事を行います。その事業費の一部を、町が負担します。

土地改良事業
豪雨や地震などで農業用ため池が決壊しないように

問農林課農地林務係　☎ 462-9974

新

法光寺谷池周辺

６月から稼働開始予定の焼却施設

必要なお金　２億1,000万円
費用の内訳 財源

法光寺谷池工事費 ２億 1,000 万円 国のお金 １億 1,550 万円

（R4～R7年度総額） 県のお金 7,350 万円

借入金 1,890 万円

町のお金 210 万円

※�借入金の一部が普通交付税として戻ってくるので、町の負担は

実質1,680万円です。
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re

　令和５年４月の開始を予定している富山市との消防指令業務の共同運用に向けて、
消防指令システムの更新を行います。
　これにより、災害情報などの一元化が図られ、効率的な消防活動や地域住民への消
防サービスの向上のほか、災害発生時の効率的な情報共有を図ることが可能となり、
現場活動における対応力の向上も期待されます。

※�借入金（緊急防災・減災事業債）の７割は普通交付税として戻って

くるので、町の負担は実質7,624万円です。

消防施設整備事業
富山市との消防指令業務共同化

問消防署通信指令係　☎ 463-0005

必要なお金　2億 5,404万円
費用の内訳 財源

通信指令システム改修 2 億 2,771 万円 借入金 2 億 5,400 万円

無線設備改修 1,430 万円 町のお金 4 万円

通信指令室等改修 1,203 万円

新

　後継者がいないことにより、将来にわたってお墓の管理ができない方が増えているた
め、遺骨の入った骨壺を一定期間保管し、その後遺骨のみ他の方々の遺骨と合祀するお
墓を建立します。

墓地公園事業
合祀墓を新たに建立します

問住民課環境地域安全係　☎ 462-9963

必要なお金　1,000万円
費用の内訳 財源

合祀墓建立整備工事 1,000 万円 町のお金 1,000 万円

新

立山町墓地公園
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　これまで、立山駅前ロータリーの無電柱化や店舗の看板等の色の統一などの景観整備に
取り組み、「立山黒部アルペンルート」が選ばれる観光地となるよう、「観光地の上質化」
に取り組んできました。昨年度は、立山駅前周辺駐車場の環境整備として、「立山１号公
園駐車場」に太陽光パネル一体型 LED街灯を設置しました。令和４年度は「千寿ケ原緑地
公園駐車場」にもLED街灯を設置し、安心して観光を楽しめるよう、環境を整えます。

立山駅周辺駐車場太陽光一体型LED照明設置事業
「上質な観光地」を目指して

問商工観光課観光交流係　☎ 462-9971

　都市部などの企業による町への事業進出の受け皿となる、お試し型
※

サテライトオフィス
「立山町サテライトオフィス あらた」が令和４年３月にオープンしました。サテライトオ
フィス誘致をさらに進めるため、県外企業に対し町への視察費用を助成します。

サテライトオフィス誘致事業
町へのサテライトオフィス進出をさらに推進

問商工観光課企業立地係　☎ 462-9970

必要なお金　18万円
費用の内訳 財源

視察費用補助金 18 万円 町のお金 18 万円

新

▶�施設内の「コワーキングスペース」は、町内外問わず、
個人事業者や起業者、在宅勤務が許可されている会
社員など、場所に縛りがない環境で働いている方に、
１人１日 500円でご利用いただけます。立山町サテライトオフィス あらた

必要なお金　100万円
費用の内訳 財源

設置工事費 100 万円 借入金 100 万円

※�借入金（辺地対策事業債）の８割が普通交付税として

戻ってくるので、町の負担は実質20万円です。

※�お試し型・・�県外事業者の従業員が常駐し本格稼働となる「滞在型サテライトオフィス」を設立する

前に、その地域でビジネスが成立するかどうかを見極めるため、数カ月から数年の短

期間利用を前提としているもの。
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　地方創生推進交付金を活用し、町の中心部である五百石地区の活性化や、五百石駅を
拠点とした町の観光資源への新たな人の流れの創出を目指します。

五百石駅周辺再設計事業
歩いて楽しい街に

問商工観光課観光交流係　☎ 462-9971
問企画政策課秘書政策係　☎ 462-9105

新

必要なお金　3,496万円
費用の内訳 財源

「街」再設計事業 1,600 万円 国のお金 1,748 万円

E-BIKE ステーション運営管理事業 1,036 万円 町のお金 1,748 万円

五百石駅前発着ツアー等開催費 500 万円

地鉄立山線利用促進事業 360 万円

みらいぶ

E-BIKE

多手山プロジェクト

　五百石駅周辺の活性化に向け、宿泊施設の誘致に向けた
可能性調査を実施します。観光客に加えオフシーズンにお
けるビジネス客のニーズ調査や、採算性についてのシミュ
レーションなどをコンサルティング会社に委託します。
　また、五百石地区の商業展開の基盤を整えるため、空き
店舗や空き家を活用し、起業を希望する方への支援を行い
ます。

五百石駅周辺の「街」再設計事業

E-BIKE（電動アシスト付きマウンテンバイク）ステーション開設

　五百石駅前の空きテナントに（一社）立山町観光協会が入居
し、E-BIKEステーションを開設します。また、五百石駅発着
ツアーや歓迎イベントを開催し、五百石駅前からの賑わいを創
出します。

地鉄立山線の利用促進事業

　車両の中吊りを活用した「動く美術館電車」や地鉄立山線を
利用して立山黒部アルペンルートへ向かう観光客をおもてなし
する「多手山プロジェクト」などを実施し、地鉄立山線の魅力
向上に取り組みます。
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　「知・徳・体」バランスの取れた子どもたちの育成を目指し、「学力向上立山プラン」を推
進します。そのため、児童生徒がリーディングスキルテスト

※
を受検し、その分析結果を踏

まえ、読解力の向上に取り組みます。また、公開授業に係る講師派遣や学校教員の先進地
視察などの取り組みをサポートすることで、指導力向上につなげます。

学力向上事業（「読解力」向上３か年プログラム）
まずは教科書を読めるように

問教育課学校教育係　☎ 462-9981

必要なお金　435万円
費用の内訳 財源

受検手数料
( 小学５年～中学３年 ) 248 万円 町のお金 435 万円

受検手数料（教員） 26 万円

学校への講師派遣費 68 万円

参考図書等購入費　 50 万円

先進地視察費 43 万円

新

※リーディングスキルテスト・・読解力を診断するテスト

※�借入金（辺地対策事業債）の８割が普通交付税として戻ってくる

ので、町の負担は実質 2,610万円です。

　町総合公園多目的グラウンドの陸上トラックは、建設から20年以上が経過し、現状の
クレイ舗装にコケや水たまりが発生するなど老朽化が進行していることから、全天候型舗
装に改修することで、新たな利用者を呼び込み、利用者数の増加と満足度向上を図ります。

公園施設整備事業
新たな利用者を呼び込む

問建設課土木施設維持係　☎ 462-9975

必要なお金　２億5,510万円
費用の内訳 財源

改修工事費 ２億 5,510 万円 借入金 １億 3,000 万円

スポーツ振興
くじ補助 １億 　　　　 円

国のお金 2,500 万円

町のお金 10 万円

新

整備イメージ
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　入学準備をする保護者の経済的負担を軽減するため、令和５年度小学校へ入学する児童
に「通学用リュックサック」を配布します。リュックサックは機能性や耐久性にも着目し
て作製しました。

小学校教育振興事業
小学校通学用リュックサックを配布します

問教育課学校教育係　☎ 462-9981

必要なお金　190万円
費用の内訳 財源

小学校新入学児童
通学用品作製等
委託業務費

190 万円 町のお金 130 万円

雑入 60 万円

新

通学用リュックサック（モンベル製）
を試着する児童

　グローバル化に対応した英語教育の充実と国際交流の発展のため、小中学校の外国人
講師（外国語指導助手＝ＡＬＴ）を１名増やし、５名を配置します。

語学指導外国青年招致事業
外国語教育の充実・国際交流の発展

問教育課学校教育係　☎ 462-9981

必要なお金　713万円
費用の内訳 財源

住居使用料 278 万円 町のお金 581 万円

派遣団体への負担金 235 万円 雑入 132 万円

研修費・備品購入等 200 万円

拡

ＡＬＴ（Assistant Language Teacher)
による英語の授業
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　町中心部における防災対策・災害対応機能の強化と子育
て支援環境の充実のため、（仮称）防災センターと児童館
を整備します。令和４年度には、環境にやさしいＺＥＢ

（ネット・ゼロ・エネルギー・ビル）施設となるよう実施設計
を進めながら、引き続き広く町民などの意見を聞くワーク
ショップを開催します。また、建設地となる町民会館の解
体に取りかかります。

（仮称）防災センター及び児童館整備事業
「防災」「子育て」機能を集約し、住みやすいまちづくりを目指す

問美しいまちづくり推進室　☎ 461-5671

必要なお金　２億320万円
費用の内訳 財源

町民会館解体費 １億 6,900 万円 借入金 １億 9,310 万円

実施設計委託費 3,300 万円 町のお金 1,010 万円

確認申請費用ほか 120 万円

新

　国の新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を利用して、不特定多数が
利用する町武道館と立山友情館のトイレの手洗い場を、タッチレスの自動水栓に切り
替えます。

社会体育施設整備事業
新型コロナウイルス感染症対策

問教育課文化体育係　☎ 462-9983

必要なお金　100万円
費用の内訳 財源

自動水栓切替工事費 100 万円 国のお金 100 万円

新

全体イメージ図

児童館イメージ図 ※�借入金の一部が地方交付税として戻ってくるので、町の負担は

実質 8,236万円です。
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主な継続事業

　弥陀ヶ原火山周辺を散策する観光客や地域住民などの安全を確保するため、町が指定
する山小屋などの活動火山対策避難施設に対し、火山噴火による噴石などの衝撃耐力向
上に必要な屋根などの改修に要する経費について、補助金を交付します。

活動火山対策避難施設整備補助金交付事業
弥陀ヶ原火山の噴火を想定した山小屋などの噴石対策支援

問総務課行政係　☎ 462-9965

必要なお金　8,348万円
費用の内訳 財源

補助金（１施設） 8,348万円 国のお金 2,782 万円

県のお金 2,782 万円

町のお金 2,784 万円

室堂周辺の山小屋

ー令和４年度版ー

　耕作放棄地問題に取り組んでいる釜ヶ渕地区において、就農を希望する若い世代の
移住者を受け入れるための農業法人を設立し、立山町に住みながら、農業を学べる仕
組みを構築します。

移住者等就農支援体制整備促進事業
新規就農者を受け入れる法人を立ち上げます

問美しいまちづくり推進室　☎ 461-5671

必要なお金　272万円
費用の内訳 財源

農村型地域運営組織貸付金 200 万円 国のお金 200 万円

法人設立費 50 万円 町のお金 72 万円

先進地視察費ほか 22 万円

新

※�町の支出分の８割が特別交付税として戻ってくるので、

町の負担は実質556万円です。
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　屋根の雪下ろしや住宅周辺の除雪が困難なひとり暮らし高齢者世帯などに、除雪に要
する経費の一部を助成します。
　助成は、除雪作業１回につき２万円を上限とし、１冬期間に３回までとします。対象
は所得税非課税世帯です。なお、申請は、お住まいの地区の民生委員・児童委員を通じ
て行ってください。

ひとり暮らし高齢者等除雪支援事業
高齢者世帯の不安を和らげるために

問健康福祉課社会福祉係　☎ 462-9954

必要なお金　50万円
費用の内訳 財源

除雪支援事業補助金 50 万円 県のお金 25 万円

町のお金 25 万円

　予防接種法に基づき、乳幼児
から高齢者を対象とした定期予
防接種を実施しています。

予防接種事業
感染症の発症や重症化を予防することができます

問保健センター　☎ 463-0618

必要なお金　1億671万円
費用の内訳 財源

予防接種・抗体検査費 １億 389 万円 町のお金 １億 480 万円

案内・接種券郵送費ほか 282 万円 国のお金 189 万円

県のお金 2 万円

　国の方針により積極的な接種勧奨が再開されまし

た。また、これまでＨＰＶワクチンの積極的な接種勧

奨の差し控えにより定期接種の接種機会を逃した方も

接種を受けることができます。（キャッチアップ接種）

ＨＰＶワクチン（子宮頸がん予防接種）

　これまで公的な風しんの予防接種を受ける

機会がなく、抗体保有率が他の世代に比べ低

い下記の対象者は、風しんの抗体検査及び第

５期定期予防接種（十分な抗体の量がない場

合のみ）を受けることができます。

風しんの抗体検査・第５期定期予防接種

▶対象者
①小学６年生～高校１年生に相当する年齢の女子（未接種者）
②平成９年度～平成17年度生まれの女子（未接種者）
　（平成９年４月２日生～平成18年４月１日生まれ）
　※キャッチアップ接種

▶対象者
昭和37年４月２日から昭和54年４月１日に
生まれた男性
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▶利田大森線・・・下利田バス停（ジョーシン立山店南）、町中央体育センター第２駐車場新設

▶新川下段線・・・終点を日中から虫谷に変更、虫谷、四谷尾、谷口東バス停新設

▶15歳以下の障害児及びその介護者、妊婦は無料になります（乗車時に手帳の提示が必要）

令和４年度からの変更点

ー令和４年度版ー

　国の森林環境譲与税を活用し、自伐林家などの林業の担い手の育成・確保を推進すると
ともに、地域の里山林の環境整備に取り組みます。

森林経営管理事業
森林のあるべき姿を取り戻すために

問農林課農村環境係　☎ 462-9974

里山林の環境整備実施後

必要なお金　1,011万円
費用の内訳 財源

雑木林伐採手数料 600 万円 森林環境譲与税 970 万円

自伐林家等育成
研修開催費

101 万円 林業機械
使用料収入 41 万円

自伐林家等支援補助金 100 万円

林業機械の整備費ほか 210 万円

　通勤・通学や日中のお出かけ支援を目的として、町営バスや町営ワゴンを６路線運行し
ています。

町営バス・町営ワゴン運行事業
地域の公共交通の充実を目指して

問住民課環境地域安全係　☎ 462-9963

必要なお金　4,206万円
費用の内訳 財源

町営バス・町営ワゴン
運行費

4,206 万円 町のお金 3,172 万円

県のお金 624 万円

運賃収入 260 万円

地元負担金 150 万円
ピンク色のここバス１号（伊勢屋線）
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　立山を訪れる登山客に、現在地の確認や目的の山へ誘導するため、老朽化した室堂周辺
の登山道標識を整備します。この整備は令和２年度から実施しており、昨年度までに室堂
から浄土山を通り、雄山、別山、雷鳥沢までの縦走コースを整備しました。令和４年度は、
称名平～大日岳の登山道を整備します。

登山道標識整備事業
歩きやすい登山道を目指して

問商工観光課観光交流係　☎ 462-9971

必要なお金　1,000万円
費用の内訳 財源

標識整備工事費 1,000 万円 国のお金 500 万円

町のお金 500 万円

整備した標識

　「雄山高等学校と立山町との連携協定」に基づき、中学生から「選ばれる高校」となるよう、
「観光振興」などをテーマにした授業に対し、観光に関わりの深い著名な講師を招くなど、
運営面の支援を行います。また、ふるさと納税の積立金を活用した「雄山高校応援プロジェ
クト補助金」を新設し、連携を強化します。

雄山高校連携事業
「魅力ある選ばれる高校」を目指して

問商工観光課観光交流係　☎ 462-9971

必要なお金　86万円
費用の内訳 財源

雄山高校応援
プロジェクト補助金 15 万円 町のお金 71 万円

講師謝礼・旅費ほか 71 万円 ふるさと納税
寄附金 15 万円

講師を招いて観光学習

※令和３年度からの繰越予算
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　新型コロナウイルス感染症拡大により、
経営が厳しい町内中小企業の安定した経営
を支援するため、町が町内金融機関に預託
する短期融資（中小企業融資資金）の利子
を補給します。

中小企業融資資金利子補給金

　新型コロナウイルス感染症の拡大による観光客の減少などにより、特産品販売が厳しい
状況にあることから、既存商品のブラッシュアップ（改良・磨き上げ）や新商品の開発を支
援することにより、ふるさと納税返礼品の充実につなげます。

ふるさと納税返礼品ブラッシュアップ等支援事業補助金

ウイルス感染症対策企業支援事業
町内の中小企業を支援

問商工観光課商工労働係　☎ 462-9970

必要なお金　740万円
費用の内訳 財源

ふるさと納税返礼品
開発及びブラッシュアップ等
支援補助金

740 万円 国のお金 740 万円

必要なお金　15万円
費用の内訳 財源

利子補給金 15 万円 国のお金 15 万円

　山林などにおいて、未相続や所有者不明による土地の不適切な管理を防止するため、国
土調査法に基づき、土地一筆ごとに所有者・地番・地目について調査を行い、所有者の同
意のもと境界を決めて、測量を実施します。その結果が法務局で管理されます。

地籍調査事業
土地トラブル未然防止のために

問建設課用地係　☎ 462-9976

山間部での現地立ち会い

必要なお金　455万円
費用の内訳 財源

調査委託費 430 万円 町のお金 402 万円

その他 25 万円 国のお金 35 万円

県のお金 18 万円

※�町の支出の８割は特別交付税として戻ってくるので、

町の負担は実質80万円です。
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　高校や大学などへの進学を支援し、町の未来を担う優秀な人材を育成するため、教育ロー
ンなどを借りている方へ、利子・保証金の補助を行います。
　奨学金返済応援補助金は、高校や大学などに進学するため教育ローンなどを借りた方を
対象として、就職後に発生する返済額の最大６割を、10年間に渡り補助します。学校を卒
業後、就労し立山町に住み続けることなどが条件です。

利子・保証金の補給、奨学金返済応援補助事業
奨学金返済を応援します

問教育課教育企画係　☎ 462-9981

必要なお金　195万円
費用の内訳 財源

教育資金融資等の利子・
保証金への補給金

100 万円 町のお金 100 万円

奨学金返済応援補助金 95 万円 米百俵基金 95 万円

　町の未来を担う優秀な人材を育成するため、経済的理由により修学が困難な高校生に、
奨学金を給付します。令和３年度に引き続き、給付月額を10,000円、対象人数を50人と
します。また、生活に困窮した大学生や、高校生及び大学生の海外留学への奨学金を給付
します。

奨学金給付事業
豊かな人材を育成する

問教育課教育企画係　☎ 462-9981

必要なお金　832万円
費用の内訳 財源

高校生への奨学金給付 600 万円
増田道成・フサエ
夫妻奨学基金

520 万円

生活に困窮した大学生
への奨学金給付（１名分） 150 万円 町のお金 312 万円

大学生・高校生等の
海外留学への奨学金給付ほか 82 万円

令和３年度実績

５名

７名

▶利子・保証金への補給金

▶奨学金返済応援補助金

令和３年度実績

46名
▶高校生への奨学金
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富山県後期高齢者医療広域連合 中新川広域行政事務組合

富山地区広域圏事務組合 滑川中新川地区広域情報事務組合
　富山市、滑川市、立山町、上市町、舟橋村の

５市町村で構成されており、主に粗大ごみ処理

場、ごみ焼却場、し尿処理場などの施設管理を

行っています。

　滑川市、立山町、上市町の３市町で構成さ

れており、ケーブルテレビ事業の譲渡に伴い、

今後は、新たに整備した光回線幹線の管理な

どを主に行っていきます。

　立山町、上市町、舟橋村の３町村で構成され

ており、公共下水道事業、介護保険事業、訪問

看護事業などを行っています。

　富山県内の全15市町村で構成されており、

後期高齢者医療制度の実施に必要な事務（保険

料率の決定や医療給付の支払いなど）を行って

います。

ー令和４年度版ー

必要なお金　７億5,751万円
費用の内訳 財源

納付金 ３億 　280 万円 町のお金 ７億 88 万円

負担金 ４億5,082 万円 県のお金 5,663 万円

健康診査等事業補助金 389 万円

※光回線整備工事にかかる借入金の償還金の一部を負担。

必要なお金　896万円
費用の内訳 財源

通信基盤整備費負担金 896 万円 町のお金 896 万円

必要なお金　11億 2,593万円
費用の内訳 財源

組合運営費 1,768 万円 町のお金 11 億 663 万円

介護保険事業 ４億 8,478 万円 国のお金 1,232 万円

訪問看護事業 185 万円 県のお金 616 万円

公共下水道事業 ３億2,005 万円 諸収入 82 万円

特環下水道事業 ３億 　157 万円

主な一部事務組合への繰出金

40000

50000

60000

70000

R4R3R2R1H30 60000

80000

100000

120000

R4R3R2R1H30

※各グラフは繰出金（町のお金分）の推移

令和３年７月１日に
ケーブルテレビ事業を㈱TAMに譲渡しました。

【主な事業内容】
　▶ケーブルテレビの運営
　▶ケーブルテレビの番組制作
　▶ケーブルや機器などの設備管理
　▶加入者サービス

（万円）
（万円）

7000

8000

9000

10000

11000

12000

R4R3R2R1H30

（万円）

※２…令和４年度から有害鳥獣処理事業が追加

必要なお金　1億 1,170万円
費用の内訳 財源

組合運営費 299 万円 町のお金 １億 1,170 万円
救急医療対策費 170 万円
スポーツ施設費 311 万円
ごみ処理事業費※１ 3,350 万円
リサイクル事業費※１ 1,813 万円
し尿処理事業費 4,752 万円
有害鳥獣処理事業費※２ 475 万円

※１…「富山地区広域圏負担金」（P10参照）の内訳
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課名・係名 業務内容 電話番号

住民課

住民係 戸籍、住民票、マイナンバーカード、印鑑証明、
国民健康保険異動届、国民年金 ☎462-9962

医療保険係 国民健康保険医療給付、特定健康診査、
後期高齢者医療、福祉医療、児童手当 ☎462-9956

環境地域安全係 環境、墓地公園、狂犬病予防、交通安全、防犯、
消費者相談、町営バス ☎462-9963

税務課

収納管理係 税収納、納税相談、軽自動車税 ☎462-9951

住民税係 町・県民税（個人・法人）、国民健康保険税、
後期高齢者医療保険料 ☎462-9952

資産税係 固定資産税 ☎462-9953

水道課
水道管理係 上下水道料金、給水申込 ☎462-9960

水道施設係 漏水修理、施設維持、下水道、農業集落排水 ☎462-9961

会計課 会計用度係 公金の支払、納入 ☎462-9950

農林課

農政係 農産物の生産、認定農業者、農振除外、
内水面漁業 ☎462-9973

農村環境係 多面的機能支払、中山間地域等直接支払、
林業、緑化推進、鳥獣対策 ☎462-9974

農地林務係 農業施設、治山、林道、農地農業用施設災害

農業委員会
（農地係） 農地の所有権移動・転用、農業者年金 ☎462-9972

建設課

建築住宅係 町営住宅、建築確認申請、町営施設営繕、景観、
屋外広告、耐震改修促進 ☎462-9975

用地係 地籍調査、用地取得・補償、町道境界確認、
都市計画、水防、砂防 ☎462-9976

土木施設改良係 道路改良、道路舗装 ☎462-9979

土木施設維持係 町道維持修繕、道路占用、道路台帳、除雪、
公園管理、開発行為 ☎462-9978

水防倉庫
（除雪対策本部）

冬季間の除雪対策本部（夜間・休日）、
水防備蓄資材庫 ☎463-5302

企画政策課

秘書政策係 町長・副町長の秘書用務、政策立案 ☎462-9105

企画広報係 広報たてやま、ふるさと納税、統計調査、総合計画 ☎462-9968

地域振興係 地域公共交通活性化、定住促進 ☎462-9980

情報管理係 町ホームページ管理、庁舎電算システム運用管理 ☎462-9969

美しいまちづくり推進室 空家・空地対策、地球温暖化対策、再生可能エネルギー ☎461-5671

各事業のお問い合わせ先

みんなで考えたい町の予算
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課名・係名 業務内容 電話番号

総務課

人事係 職員の人事、給与、人材育成、職員研修 ☎462-9964

行政係 条例、区長会、地縁団体、選挙管理委員会、
防災・国民保護計画、人権・行政相談 ☎462-9965

財政係 予算編成、予算管理、公会計 ☎462-9966

管財係 入札、契約、財産管理 ☎462-9967

商工観光課

商工労働係 商工業、雇用、立山ブランド、グリーンパーク吉峰
☎462-9970

企業立地係 企業誘致、サテライトオフィス

観光交流係 観光、姉妹都市交流、立山自然ふれあい館 ☎462-9971

教育課

教育企画係 学校施設、学校教育財産・教材の管理、
奨学金、就学支援補助金 ☎462-9981

学校教育係 学力向上、スクールバス、通学費、就学援助、
特別支援教育

生涯学習係 町民カレッジ、公民館管理運営、青少年健全育成 ☎462-9982

文化体育係 文化財、芸術文化、社会体育（町体育施設管理等） ☎462-9983

学校給食センター 給食調理 ☎462-0494

議会事務局 議事調査係 議会運営、町会計監査 ☎462-9984

健康福祉課

社会福祉係 高齢者福祉、民生委員、生活保護 ☎462-9954

障害福祉係 障害者手帳、障害福祉サービス ☎462-9957

児童福祉係 保育所（園）、認定こども園 ☎462-9955

介護予防係 要介護認定申請、高齢者相談、介護予防教室、
介護予防プラン作成

☎462-9958
地域包括
支援センター ☎462-9088
保健センター

（子育て世代包括支援センター）
健康づくり、各種がん検診、特定保健指導、予防接種、
母子健康手帳の交付、乳幼児健診、育児相談 ☎463-0618

立山町消防署 ☎463-0005

立山図書館 ☎463-0634

立山町元気交流ステーション管理室 ☎463-0001

立山町子育て支援センター「にじいろ」 ☎463-0622

立山町役場：〒 930-0292　富山県中新川郡立山町前沢 2440 番地
TEL：463-1121（代）　FAX：463-1254

そのほかのお問合せは

ー令和４年度版ー



みんなで考えたい町の予算－令和４年度版－
発行　令和４年５月１日発行
編集　立山町企画政策課（☎076-462-9968）

表紙写真
地鉄電車と桜
立山町横江地内

令和３年４月９日㈮撮影

①アプリをインストール。

②アカウントを作成。

③「立山町」で検索。

④アカウントをフォロー。

立山町公式Twitter

※立山町公式ＳＭＳの利用には登録が必要です。

　登録を希望される方はお問い合わせください。

　問総務課行政係　☎076-462-9965
①右記のＱＲコードを読み取り

　友だち追加。

②登録案内メッセージが届くの

　でメッセージのＵＲＬにアク

　セスして、配信カテゴリの中

　から欲しい情報を選択。

立山町公式LINE

▲友だち追加は
　こちらから

※「@sg-p.jp」のドメインまたは「tateyama-town@sg-p.jp」

　のアドレスからのメールを受信する許可の設定を行ってく

　ださい。

① t-tateyama-town@sg-p.jp

　に空メールを送信。

②登録案内メールが届きます。

③メールのＵＲＬにアクセスし

　て配信カテゴリの中から欲し

　い情報を選択。

立山町公式Eメール

▲メールアドレス
　はこちら

たてやまスマート情報システム登録方法
より早く、より多くの人に届けるために。

　新型コロナウイルス感染症のまん延防止を図るため、希望する方が迅速かつ円滑にワク
チン接種することができるよう、国の方針に沿いながらワクチン接種事業に取り組みます。

新型コロナウイルスワクチン接種事業

※令和３年度からの繰越予算（令和４年３月１日現在）

必要なお金　１億1,357万円
費用の内訳 財源

ワクチン接種費 6,474 万円 国のお金 １億 1,037 万円

コールセンター運営費 2,274 万円 県のお金 246 万円

謝礼、消耗品、備品ほか 2,219 万円 町のお金ほか 74 万円

システム改修費 390 万円


